
市民意識調査等に関する結果概要 

この概要は、全調査項目から、主に市政全般の現状や今後の方向性に関わる設問を抜粋

し、その結果をまとめたものです。それぞれの調査における抽出数は以下のとおりです。 

 市民 市民活動団体等 職員 中学生 

○全設問数 32 問 14 問 6 問 6 問 

○抽出数 8 問 4 問 2 問 2 問 

 
【調査の概要】 

１ 市民アンケート 

◆調査対象 犬山市内在住の 16 歳以上(平成 5 年 4 月１日以前出生)の市民か

ら無作為に抽出した 4,000 人 

◆調査方法 郵送による配布・回収 

◆調査期間 平成 21 年 1 月 26 日（配布）～2 月 9 日 

◆回収状況 ・ 配布数 4,000 票 

 有効回収数：1,898 票 有効回収率：47.4％ 

２ 市民活動団体等アンケート 

◆調査対象 犬山市に主たる事務所を有する特定非営利活動（ＮＰＯ）法人、

市登録市民活動団体、社会福祉協議会登録ボランティア団体等 

◆調査方法 郵送による配布・回収 

◆調査期間 平成 21 年 1 月 26 日（配布）～2 月 9 日 

◆回収状況 ・ 配布数 141 票 

 有効回収数：74 票 有効回収率：52.5％ 

３ 職員アンケート 

◆調査対象 犬山市職員（正規職員） 

◆調査方法 あいち簡易電子受付サービス（パソコン）により実施 

調査票（紙面）の直接配布・直接回収 

◆調査期間 平成 21 年 2 月 13 日（配布）～2 月 25 日 

◆回収状況 ・ 配布数 540 票 

 有効回収数：442 票 有効回収率：81.9％ 

４ 中学生アンケート 

◆調査対象 犬山市内の中学校に通う中学生 

◆調査方法 学校を通じた配布・回収 

◆調査期間 平成 21 年 1 月 22 日（配布）～2 月 

◆回収状況 ・ 配布数 1,980 票 

有効回収数：1,884 票 有効回収率：95.2％ 
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【本アンケートにおける標本誤差】 

アンケートにおいて、調査の該当者数に対して回答者数が少なくなるとき、その調査が

どの程度の精度を持った回答結果であるのかを示す指標として「標本誤差」があります。 
以下に、各調査における標本誤差を整理します。  
この表の見方は、例えば、市民意識調査において、「ある設問の回答者数が 1,000 人あ

り、その設問中の選択肢の回答比率が 90％であった場合、その回答比率の誤差の範囲は
最高でも±1.88％以内（88.12％～91.88％）である」となります。  

 
（市民）  

回答比率 

回答者数 

10％または

90％前後 

20％または

80％前後 

30％または

70％前後 

40％または

60％前後 
50％前後 

1,893 人 ±1.36 ±1.81 ±2.08 ±2.22 ±2.26

1,500 人 ±1.53 ±2.04 ±2.34 ±2.50 ±2.55

1,000 人 ±1.88 ±2.51 ±2.88 ±3.07 ±3.14

500 人 ±2.67 ±3.56 ±4.08 ±4.36 ±4.45

100 人 ±6.00 ±7.99 ±9.16 ±9.79 ±9.99

50 人 ±8.48 ±11.31 ±12.96 ±13.85 ±14.14

（市民活動団体）  
回答比率 

回答者数 

10％または

90％前後 

20％または

80％前後 

30％または

70％前後 

40％または

60％前後 
50％前後 

74 人 ±4.83 ±6.43 ±7.37 ±7.88 ±8.04

50 人 ±6.84 ±9.12 ±10.45 ±11.17 ±11.40

40 人 ±8.06 ±10.74 ±12.31 ±13.16 ±13.43

30 人 ±9.75 ±13.01 ±14.90 ±15.93 ±16.26

20 人 ±12.47 ±16.63 ±19.05 ±20.37 ±20.79

10 人 ±18.35 ±24.47 ±28.04 ±29.97 ±30.59

（職員）  
回答比率 

回答者数 

10％または

90％前後 

20％または

80％前後 

30％または

70％前後 

40％または

60％前後 
50％前後 

442 人 ±1.22 ±1.62 ±1.86 ±1.99 ±2.03

400 人 ±1.53 ±2.04 ±2.34 ±2.50 ±2.55

300 人 ±2.31 ±3.08 ±3.53 ±3.77 ±3.85

200 人 ±3.37 ±4.49 ±5.15 ±5.50 ±5.62

100 人 ±5.42 ±7.23 ±8.28 ±8.85 ±9.04

50 人 ±8.09 ±10.79 ±12.36 ±13.21 ±13.48

（中学生）  
回答比率 

回答者数 

10％または

90％前後 

20％または

80％前後 

30％または

70％前後 

40％または

60％前後 
50％前後 

1,884 人 ±0.30 ±0.41 ±0.47 ±0.50 ±0.51

1,500 人 ±0.76 ±1.02 ±1.17 ±1.25 ±1.27

1,000 人 ±1.34 ±1.78 ±2.04 ±2.18 ±2.23

500 人 ±2.32 ±3.09 ±3.54 ±3.79 ±3.87

100 人 ±5.85 ±7.80 ±8.93 ±9.55 ±9.75

50 人 ±8.38 ±11.17 ±12.80 ±13.68 ±13.97
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【調査結果の概要】 

 

１ 市民アンケート 

 

現在と今後の暮らしについて 

●犬山市の住みやすさ 

・ 全体では約 8 割が住みやすいと回答。居住年数が半年未満や 20 年以上で住みやすいと
する回答が多い。  

 図．居住年数別  
犬山市の住みやすさ  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●今後の居住意向 

・ 全体では 9 割近い回答者が犬山市に住み続けたい意向を持っている。年齢層が上がる
につれ、定住意向が強く見られる。  

・ 住み続けたい理由としては、地域への愛着のほか、緑の多さ、災害の少なさなどがあが

っている。  
・ 住み続けたくない理由としては、買い物や外食の不便さが最も多く、公共交通の便の悪

さや医療・福祉サービスの不足などもあげられている。  

 図．年齢別  
今後の居住意向  

 
 
 
 
 
 
 
 

16.1%

18.8%

15.8%

13.7%

8.0%

13.1%

18.0%

62.5%

47.4%

60.1%

60.1%

61.5%

66.0%

15.6%

12.5%

26.3%

21.4%

23.9%

21.9%

12.6%

3.1%

6.3%

5.3%

4.2%

8.0%

2.1%

2.5%

63.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

総数

半年未満

半年以上１年未満

１年以上５年未満

５年以上10年未満

10年以上20年未満

20年以上

大変
住みやすい

どちらかと
いえば
住みやすい

どちらかと
いえば
住みにくい

大変
住みにくい

無回答

(16)

(19)

(168)

(138)

(283)

(1,259)

（N)

(1,898)

56.5%

33.3%

37.0%

51.4%

53.8%

56.4%

66.9%

72.4%

36.9%

41.2%

26.3%

25.3%

28.0%

19.4%

17.5%

4.0%

3.6%

3.8%

5.2%

2.2%

5.7%

3.9%

3.0%

11.2%

26.2%

16.6%

16.5%

14.7%

8.4%

6.0%

2.7%

25.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

総数

16～19歳

20～29歳

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～69歳

70歳以上

これからも
住み続けたい

住み続けたいが、
都合により
他の場所へ
移るかもしれない

市内の他の
場所に移りたい

他の市町村へ
移りたい

無回答

(84)

(211)

(346)

(273)

(296)

(381)

(297)

（N)

(1,898)
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 図．住み続けたい理由  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 図．住み続けたくない理由  
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N=1,561

愛着がある 

緑が多い 

災害が少ない 

公共交通の便が良い 

地域での人間関係が良い 

学校や仕事、家族の都合 

犯罪が少ない 

買い物や外食が便利 

その他 

道路･下水道等の基盤が整備されている 

子どもの教育環境が良い 

医療･福祉サービスが充実している 

子育てがしやすい 

公共施設が充実している 

54.0%

43.3%

32.9%

19.0%

15.9%

13.5%

13.1%

11.1%

11.1%

9.3%

8.7%

4.5%
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0.0%
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1
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N=289

買い物や外食が不便 

公共交通の便が悪い 

医療･福祉サービスが充実していない 

公共施設が充実していない 

その他 

愛着がない 

地域での人間関係が良くない 

子育てがしにくい 

道路･下水道等の基盤が整備されていない 

学校や仕事、家族の都合 

子どもの教育環境が良くない 

犯罪が多い 

緑が少ない 

災害が多い 
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市政に対する現状の評価と今後の期待 

●これまでの施策に対する満足度・重要度 

・ 第４次総合計画の施策体系をもとに設定した 51 項目に対して、以下のように満足度・
重要度を点数化して分析を行うと、満足度が低く、かつ重要度が高い施策として、「年

金・健康保険等の適切な運営」や「地域医療・救急医療の充実」、「バリアフリーの推進」

などが 15 施策が抽出された。  

 

■満足度 

（重要度） 

 

満足度(重要度)の評価について、「満足(高い)」を 5 点、「やや満足(高い)」

を 4 点、「どちらともいえない」を 3 点、「やや不満(低い)」を 2 点、「不

満(低い)」を 1 点として計算し、満足度(重要度)の平均ポイントを算出。

平均ポイントが 5 に近いほど満足度(重要度)が高いことを、1 に近いほど

満足度(重要度)が低いことを示す。 

 

 図．これまでの施策に対する満足度・重要度の評価  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
1 既成市街地での都市基盤の整備 18 市民の健康づくりの支援 35 農業の振興 

2 新市街地での都市基盤の整備 19 地域医療･救急医療の充実 36 工業の振興 

3 公園･緑地の整備や緑化 20 地域福祉の充実 37 商業の振興 

4 良質な住宅･宅地の整備 21 高齢者福祉の充実 38 観光の振興 

5 魅力ある都市景観（まちなみ）づくり 22 児童福祉の充実 39 雇用環境の向上、勤労者福祉の充実 

6 人にやさしい街づくり（バリアフリー） 23 障害者（児）福祉の充実 40 消費者保護と意識の啓発 

7 幹線道路の整備 24 年金･健康保険等の適切な運営 41 国際交流･国際化の推進 

8 身近な生活道路の整備 25 歴史･文化財の保存･整備･継承 42 市民交流の推進･支援 

9 鉄道･バスなどの公共交通網の整備 26 文化芸術活動の振興 43 まちづくりへの市民参画 

10 上水道の整備 27 学校教育の充実 44 自治会･コミュニティ活動の充実 

11 下水道の整備 28 生涯学習の機会や環境の充実 45 広報体制の充実や情報公開 

12 農村集落での排水施設の整備 29 図書館の資料･施設の充実 46 男女共同参画の推進 

13 治山･治水（河川やため池の整備など） 30 スポーツ･レクリエーション環境の充実 47 平和への意識の高揚、活動の推進 

14 交通安全に関する対策 31 里山など自然環境の保全や活用 48 行政からの情報提供の充実 

15 災害に関する対策 32 ごみの減量化･再資源化の推進 49 効率的･効果的な行政組織づくり 

16 消防･救急体制の充実 33 し尿･生活排水処理の適正な管理 50 健全な財政運営 

17 犯罪のない安全なまちづくり 34 公害対策、環境に対する意識の普及 51 周辺自治体などとの連携 

6 人にやさしい街づくり（バリアフリー）

14 交通安全に関する対策 

15 災害に関する対策 

19 地域医療･救急医療の充実 

20 地域福祉の充実 

21 高齢者福祉の充実 

22 児童福祉の充実 

23 障害者（児）福祉の充実 

24 年金･健康保険等の適切な運営 

37 商業の振興 

39 雇用環境の向上、勤労者福祉の充実 

48 行政からの情報提供の充実 

49 効率的･効果的な行政組織づくり 

50 健全な財政運営 

51 周辺自治体などとの連携 

満足度が低く、重要度が高い施策

（左図の領域 Aに該当する施策）



 6

●市政に対する総合的な満足度 

・ 全体では満足（満足、やや満足）が 24.2%、不満が 30.9%と不満がやや上回る。  

 図．年齢別  
総合的な満足度  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●市民の視点から見た今後の重要施策 

・ 「地域医療の充実」や「犯罪のない安全なまちづくり」、「高齢者福祉の充実」、「健全な

財政運営」、「学校教育の充実」などが重要性の高い施策として選ばれている。  

 図．重点的な取り組みが必要な施策（上位 20 施策）  
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8.7%
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地域医療･救急医療の充実

犯罪のない安全なまちづくり

高齢者福祉の充実

健全な財政運営

学校教育の充実

鉄道･バスなどの公共交通網の整備

年金･健康保険等の適切な運営

児童福祉の充実

災害に関する対策

人にやさしい街づくり（バリアフリー）

身近な生活道路の整備

消防･救急体制の充実

魅力ある都市景観（まちなみ）づくり

ごみの減量化･再資源化の推進

幹線道路の整備

商業の振興

雇用環境の向上、勤労者福祉の充実

歴史･文化財の保存･整備･継承

公園･緑地の整備や緑化

観光の振興

N=1,898

1.7%

2.4%

2.8%

1.2%

1.8%

0.7%

1.0%

3.0%

38.1%

20.4%

22.5%

17.2%

25.0%

19.9%

25.6%

35.9%

27.4%

34.1%

34.1%

38.5%

37.5%

42.3%

29.0%

22.6%

14.3%

25.6%

29.2%

23.8%

23.0%

22.0%

14.8%

8.3%

10.7%

11.8%

9.5%

10.3%

8.8%

5.8%

4.7%

22.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

総数

16～19歳

20～29歳

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～69歳

70歳以上

満足 やや満足 どちらともいえない やや不満 不満 わからない 無回答 （N)

(1,898)

(84)

(211)

(346)

(273)

(296)

(381)

(297)
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市民の参画と協働によるまちづくりについて 

●まちづくり・地域づくりへの関心 

・ 関心があると回答した人は、全体で約 4 割となっており、年齢層が上がるほど関心の
度合いは高くなっている。  

 図．年齢別  
まちづくり・地域  
づくりへの関心  

 

 

 

 

 

 

 

●まちづくり・地域づくりへの参加意向 

・ 「自分にできることがあれば参加したい」との回答が最も多く、どの年代においても「積

極的に参加したい」とあわせて、約 5～6 割が参加意向を持っている。  
・ 関心のある活動分野としては、健康づくりなどの活動が多く見られる。  

 図．年齢別  
まちづくり・地域  
づくりへの参加意向  

 
 
 
 
 
 
 
 

 図．活動したい分野  
 

 

 

 

 

 

 

 

38.7%

29.1%

26.1%

26.1%

25.0%

22.6%

20.6%

20.5%

20.4%

14.1%

8.7%

1.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

健康づくり

高齢者や障害者の支援

防犯･交通安全

町並み･景観

環境美化

学校教育

環境保全･リサイクル

文化･芸術

子育て支援

防災活動

国際交流

その他
N=1,898

39.6%

26.2%

36.5%

33.8%

33.3%

37.8%

48.6%

48.1%

50.0%

49.3%

57.2%

57.5%

54.1%

42.8%

41.8%

8.0%

20.2%

12.8%

8.4%

6.6%

7.1%

5.5%

6.1%

50.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

総数

16～19歳

20～29歳

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～69歳

70歳以上

関心がある どちらとも
いえない

関心がない 不明 （N)

(1,898)

(84)

(211)

(346)

(273)

(296)

(381)

(297)

4.3%

3.6%

6.6%

3.8%

4.0%

3.4%

4.5%

4.4%

47.6%

47.9%

56.6%

57.1%

60.5%

59.6%

50.2%

11.3%

10.7%

14.2%

9.5%

10.6%

9.5%

11.0%

14.8%

25.6%

35.7%

29.9%

29.5%

26.0%

25.3%

20.7%

21.2%

55.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

総数

16～19歳

20～29歳

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～69歳

70歳以上

積極的に
参加したい

自分にできる
ことがあれば
参加したい

あまり参加
したいとは
思わない

わからない 不明
（N)

(1,898)

(84)

(211)

(346)

(273)

(296)

(381)

(297)
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まちのイメージ 

●犬山市のイメージ 

・ 犬山市のイメージは、犬山城、犬山祭りなどをはじめとした歴史・伝統のイメージのほ

か、観光のまちとしてのイメージが多く選ばれている。  

 図．犬山市のイメージ  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
●犬山市の将来像 

・ 将来の望ましいあり方としては、「伝統文化をいかしたまち」、「自然と共生したまち」、

「安全･安心の確保されたまち」、「子どもたちの健全な成長と豊かな心を育むまち」な

どが多く選ばれている。  

 図．犬山市の将来像  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

23.9%

22.9%

22.1%

21.3%

20.3%

13.4%

12.0%

11.4%

10.5%

9.9%

5.6%

3.6%

2.2%

2.5%

0% 10% 20% 30%

4

3

2

5

1

11

13

9

7

6

10

8

12

14

N=1,898

犬山城をシンボルに、城下町の町並みや伝統文化をいかしたまち

木曽川や里山などの自然と共生した、環境にやさしいまち 

災害への備えや治安の維持など安全･安心の確保されたまち

教育や子育てを通して、子どもたちの健全な成長と豊かな心
を育むまち 

道路･交通網など安全で快適な都市基盤が整ったまち 

市民が支え合う、思いやりと生きがいのある人にやさしいまち

市民と行政が信頼しあい、お互いに協力して市政を運営するまち

他にはない、犬山ならではの個性的な生活を満喫できるまち

楽しさと賑わいにあふれた、活気ある商店街や商業施設のあるまち

文化･観光資源をいかした、さまざまなふれあいや交流を生
み出すまち 

スポーツや芸術活動など、市民がいきいきと余暇を楽しむまち

犬山から世界へ情報発信し、外国人が気軽に訪れるまち 

地域の活動やさまざまな市民活動が活発なまち 

その他 

65.1%

49.2%

29.2%

15.0%

3.3%

2.2%

1.9%

1.3%

1.2%

5.3%

0% 20% 40% 60% 80%

1

3

2

7

4

6

5

9

8

10
N=1,898

犬山城や城下町の町並み、犬山祭りなど、歴史と伝統文化の息づくまち

犬山城、明治村や日本モンキーパークなどのある観光のまち 

東部丘陵や木曽川など、豊かな自然に恵まれたまち 

名古屋近郊の便利で暮らしやすい住宅のまち 

農地や果樹園など、農業の盛んなまち 

商店街や大型店など、商業の盛んなまち 

工業団地をはじめ、工業の盛んなまち 

地域活動やＮＰＯ･ボランティアなど市民の活動が活発なまち 

スポーツや文化芸術活動などが盛んなまち 

その他 
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協働の必要性を感
じていない
, 6.8%

その他, 4.1%

無回答, 4.1%

興味がある内容な
らば取り組みたい,

23.0%

要請があるならば
取り組みたい
33.8%

積極的に協働によ
るまちづくりに取
り組みたい
28.4%

２ 市民活動団体等アンケート 

 

活動についての課題 

・ 役員等の高齢化や会員数の減少、活動に対する住民の関心の低さ、市との連携不足、活

動資金の不足などが課題となっている。  

 図．現在、抱えている課題  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
協働のまちづくりについて 

●協働によるまちづくりに対する意向 

・ 協働によるまちづくりに積極的に取り組

みたいとする団体は約 3 割、要請があれ
ば取り組みたい、興味がある内容ならば取

り組みたいをあわせると、8 割を超える団
体が取り組みの意向を持っている。  

 

 

 

●協働によるまちづくりを進めるために市に期待すること 

・ 活動に対する情報発信の支援、意見交換会などの機会充実などが期待されている  

 図．協働によるまちづくりを進めるために市に期待すること  
 
 
 
 
 
 
 
 

47.3%

44.6%

29.7%

25.7%

17.6%

17.6%

16.2%

16.2%

13.5%

8.1%

1.4%

0.0%

0% 20% 40% 60%

6

1

4

8

5

10

7

11

9

3

2

12
N=74

43.2%

37.8%

36.5%

35.1%

32.4%

21.6%

18.9%

18.9%

10.8%

8.1%

5.4%

10.8%

8.1%

0% 20% 40% 60%

2

1

6

11

7

9

4

8

3

10

5

12

13

N=74

若い人の参加が少なく、役員等の高齢化が進んでいる 

会員数が増えない、減っている 

活動に対する住民の関心が低い  

市との連携が弱い、またはつながりがない 

活動に必要な資金が不足している 

他の団体との交流や情報交換の機会がない 

活動を提供する場・機会が不足している 

事務所など活動の拠点が確保できない 

活動がマンネリ化または停滞している  

活動に必要な知識などを習得する機会がない 

正確な住民ニーズを把握できない 

今のところ課題や悩みはない 

その他 

活動に対する普及啓発（情報発信）の支援 

意見交換会などの機会の充実 

活動費の助成 

市と市民活動団体との共催事業の充実 

活動に対する物的支援 

市職員の市民活動（団体）に対する意識改革・理解向上を目的とした研修機会の創出

活動に対する市職員の参加 

市民活動団体と市との協働に向けたルールづくり 

市を通じた国･県･企業などの活動促進に繋がる情報の提供

諸計画などの策定時への関与 

市主催の会議への参画 

その他 
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将来のまちのイメージについて 

●犬山市の将来像 

・ 将来の望ましいあり方としては、「子どもたちの健全な成長と豊かな心を育むまち」や

「思いやりと生きがいのある人にやさしいまち」、「自然と共生した環境にやさしいま

ち」などが多く選ばれている。  

 図．犬山市の将来像  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

33.8%

25.7%

21.6%

16.2%

14.9%

13.5%

13.5%

10.8%

10.8%

8.1%

8.1%

6.8%

2.7%

1.4%

0% 10% 20% 30% 40%

5

11

3

2

12

1

4

6

13

9

10

8

7

14

N=74

教育や子育てを通して、子どもたちの健全な成長と豊かな心
を育むまち 

市民が支え合う、思いやりと生きがいのある人にやさしいまち

木曽川や里山などの自然と共生した、環境にやさしいまち 

災害への備えや治安の維持など安全･安心の確保されたまち

地域の活動やさまざまな市民活動が活発なまち 

道路･交通網など安全で快適な都市基盤が整ったまち 

犬山城をシンボルに、城下町の町並みや伝統文化をいかしたまち

文化･観光資源をいかした、さまざまなふれあいや交流を生
み出すまち 

市民と行政が信頼しあい、お互いに協力して市政を運営するまち

他にはない、犬山ならではの個性的な生活を満喫できるまち

スポーツや芸術活動など、市民がいきいきと余暇を楽しむまち

犬山から世界へ情報発信し、外国人が気軽に訪れるまち 

楽しさと賑わいにあふれた、活気ある商店街や商業施設のあるまち

その他 
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４ 職員アンケート 

 

市政に対する評価 

●職員の視点から見た今後の重要施策 

・ 「地域医療・救急医療の充実」や「児童福祉の充実」、「高齢者福祉の充実」、「災害に関

する対策」、「ごみの減量化・再資源化の推進」などが重要性の高い施策として選ばれて

いる。  

 図．重点的な取り組みが必要な施策（上位 20 施策）  
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

29.2%

24.9%

22.5%

20.1%

18.2%

18.2%

17.2%

17.0%

17.0%

16.5%

16.3%

14.6%

12.7%

12.0%

11.7%

11.7%

11.5%

10.8%

10.8%

10.3%

0% 10% 20% 30% 40%

地域医療･救急医療の充実

児童福祉の充実

高齢者福祉の充実

災害に関する対策

ごみの減量化･再資源化の推進

健全な財政運営

幹線道路の整備

学校教育の充実

観光の振興

人にやさしい街づくり（バリアフリー）

消防･救急体制の充実

歴史･文化財の保存･整備･継承

身近な生活道路の整備

犯罪のない安全なまちづくり

スポーツ･レクリエーション環境の充実

商業の振興

地域福祉の充実

鉄道･バスなどの公共交通網の整備

障害者（児）福祉の充実

新市街地での都市基盤の整備
N=418
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将来のまちのイメージ 

●犬山市の将来像 

・ 将来の望ましいあり方としては、「子どもたちの健全な成長と豊かな心を育むまち」や

「自然と共生した環境にやさしいまち」、「伝統文化をいかしたまち」などが多く選ばれ

ている。  

 図．犬山市の将来像  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

27.5%

24.2%

17.9%

17.0%

12.2%

11.5%

11.5%

11.0%

8.4%

7.9%

6.9%

3.8%

0.2%

0.5%

0% 10% 20% 30%

5

3

4

2

11

1

6

13

7

9

10

12

8

14

N=418

教育や子育てを通して、子どもたちの健全な成長と豊か
な心を育むまち 

木曽川や里山などの自然と共生した、環境にやさしいまち

犬山城をシンボルに、城下町の町並みや伝統文化をいか
したまち 

災害への備えや治安の維持など安全・安心の確保されたまち

市民が支え合う、思いやりと生きがいのある人にやさしいまち

道路・交通網など安全で快適な都市基盤が整ったまち 

文化・観光資源をいかした、さまざまなふれあいや交流
を生み出すまち 
市民と行政が信頼しあい、お互いに協力して市政を運営
するまち 
楽しさと賑わいにあふれた、活気ある商店街や商業施設
のあるまち 

他にはない、犬山ならではの個性的な生活を満喫できるまち

スポーツや芸術活動など、市民がいきいきと余暇を楽しむまち

地域の活動やさまざまな市民活動が活発なまち 

犬山市から世界へ情報発信し、外国人が気軽に訪れるまち

その他 
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５ 中学生アンケート 

 

犬山市での暮らしについて 

●犬山市の住みやすさ 

・ 約 8 割が住みやすいと回答。性別や学校、学年の違いによる大きな差は見られない。  

 図．属性別  犬山市の住みやすさ  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
●今後の居住意向 

・ 「住み続けたい」が約４割、「市外に移りたい」が約２割であり、住み続けたいが上回

っている。しかし、約４割が「わからない」と回答。  
・ 「住み続けたい」と回答した割合は、学年が上がるにつれて低下している。  

 図．属性別  今後の居住意向  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

N

(1884)

(970)

(908)

(677)

(339)

(440)

(428)

(650)

(607)

(627)

27.7%

29.4%

25.9%

32.6%

31.6%

23.0%

21.7%

33.1%

25.7%

24.1%

56.4%

52.7%

60.5%

55.4%

56.6%

57.0%

57.0%

53.7%

57.2%

58.4%

11.7%

13.0%

10.5%

9.5%

8.0%

14.1%

15.9%

9.7%

12.5%

13.1%

3.9%

4.6%

2.9%

2.2%

3.8%

5.7%

4.7%

3.5%

4.0%

4.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

総計

男性

女性

犬山中学校

東部中学校

南部中学校

城東中学校

１年生

２年生

３年生

住みやすい まあまあ住みやすい どちらかといえば住みにくい 住みにくい 無回答

学

校

別

学
年

別

性

別

N

(1884)

(970)

(908)

(677)

(339)

(440)

(428)

(650)

(607)

(627)

36.9%

39.6%

34.1%

39.4%

38.9%

30.0%

38.3%

42.0%

35.6%

32.9%

21.1%

21.2%

20.8%

16.7%

20.1%

22.5%

27.3%

17.1%

22.6%

23.8%

41.9%

39.0%

44.9%

43.9%

41.0%

47.0%

34.1%

40.9%

41.7%

43.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

総計

男性

女性

犬山中学校

東部中学校

南部中学校

城東中学校

１年生

２年生

３年生

住み続けたい 市外に移りたい わからない 無回答

学

校

別

学
年

別

性

別


